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1) C 3 H/H e 由来MH 134 肝癌及びBALB/C由来CSAIM線維肉腫の 2 つの腫蕩系において担癌及
び免疫状態にて抗腫蕩性に働く T細胞亜集団を in vivo 腫蕩中和試験(Wi nn assay )にて測定し




2) 担癌マウスでの L3T4+T 細胞機能低下をさらに詳しく解析するためl\!1H1 34 腫湯及びCSAIM腫蕩
系の担癌マウスの牌細胞を用いて，アロ抗原及び，一般抗原に対する細胞障害性T細胞 (CTL) 反応
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性を比較検討した。その結果，担癌マウス牌細胞からはアロ抗原に対する CTL( 抗アロ CTL) は正
常対照群と同様に誘導されうるにもかかわらず，一般抗原として用いたTNP修飾自己牌細胞に対する
CTL( 抗TNP-CTL) 誘導は著しく抑制された。また，担癌マウス牌細胞の抗TNP-CTL反
応性はヘノレパーファクターとして Concanava1in A 刺激培養上清を添加する乙とで回復され， TN 
PK対する CT L precursor は存在するものの，そのヘノレバーT細胞機能に障害がある乙とが示唆さ
れた。そ乙で，抗TNP あるいはアロ CTL誘導におけるへノレバーT細胞の役割について検討した。
正常マウス牌細胞を抗 L3T4 抗体と補体の処理にて Lyt-2+T細胞画分のみとすると，抗アロ CT
L誘導は可能だが，抗TNP-CTLは誘導できなくなった。つまり，抗アロ CTLの誘導には Lyt-
2+ のヘノレパーT細胞が働きうるが，抗TNP ー CTLの誘導には L3T4+T 細胞が必須であった。
乙れらの結果より，担癌状態では腫蕩抗原のみならず他の抗原に対しでも L3T4+T 細胞を介する免
疫系全般が機能不全に陥っている乙とが明らかとなった。
3) 続いて:MH 134 腫虜系でL3T4+T細胞を介する免疫機能低下の原因につき解析した。同週齢の正常











PC をもってしても抗TNP-CTLが誘導できた。一方，担癌マウス T細胞群は正常マウス APCを
もってしても抗TNP ー CTL は誘導されなかった。以上より担癌マウス APCに機能低下は認められ
ず，担癌マウスの L3T4+T 細胞自体に機能低下がある乙とが明らかとなった。
〔総括〕
担癌及び免疫マウスの抗腫蕩エフェクター T細胞の解析より C3H/He 及びBALB/c マウスの同系腫
虜の免疫状態では Lyt-2+， L3T4+ 両T細胞亜集団に抗腫蕩能が誘導できる腫蕩系で，担癌状態では
L3T4+T 細胞に選択的な抗腫虜能の低下がみられた。
上記腫蕩系の担癌マウス牌細胞を用いて，腫療以外の抗原に対する L3T4+T 細胞機能をアロ及びTN
P修飾抗原に対する CTL反応にて解析したと乙ろ，担癌状態では L3T4十T 細胞を介する免疫系が選択
的に抑制されている乙とが明らかとなった。この担癌宿主の免疫抑制は L3T4十T 細胞の減少や，サプレ








乙の結果，担癌宿主ではAPCやCD8+T細胞には機能的な異常を認めないが， CD 4 +T細胞の機能
が選択的に抑制されていることを示した。更に， CD4+及びCD8+両T細胞亜集団で抗腫蕩能を誘導
しうる腫蕩系を使って，担癌状態では腫蕩抗原特異的な CD4+T細胞の生成やその活性発現が選択的に
抑制を受けている乙とを明らかとした。
以上，本論文は，担癌状態での免疫抑制の本態に関してCD4+T細胞の選択的機能低下が重要な意味
を持つ乙とを示したもので，学位論文に値するものと思われ，担癌状態の免疫抑制機構解明への糸口を開
いたものと評価できる。
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